





































and	 learned	 to	compromise.	They	built	up	 their	 foundation	 (motivation)	 for	 independence	and	
demonstrated	good	moral	behaviors.
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大きな変化が現れた。例えば，山の頂上に登って下界
を見下ろすと「未来が見えるよ」など，大好きな川に
行くと「このままここに住みたいな」というつぶやき
も聞かれた。他にも「今日の雨の音は，いつもと違
う。」「雨の降った後は，川の流れが急になっている」
「黒い雲が遠くの山に見えるから雨が降って来るよ」
「石を太陽に照らしたら色が変わって来る」「雪が解け
てきたから，そろそろイモリが沼に出てきてるかも」
など，五感が鋭くなり，四季折々に変わる自然の変化
は勿論，小さな自然の変化に気づき，今まで気づかな
かった自然の有様を，心と身体全体で感じることがで
きるようになった。
　そして，自然の中で過ごすことが，心と身体を癒や
してくれることを本能的に知るようになっていた。
　また，自然体験活動をする中で，優しさ，思いや
り，やる気，自主性，勇気，正義感，判断力，問題
解決能力など，子どもたちの心の力が大きく成長し，
顔の表情や目の輝きにも変化が現れた。レイチェル・
カーソン（1996）が述べているセンス・オブ・ワン
ダーをよびおこす姿だと考える。
　また，子どもたちが主体的に環境に関わるように
なったことで，日々の生活の中でも，楽しさ，場，イ
メージを共有し，遊びを作り出し，発展させるように
なった。その中にも，協同性，探究心が育まれ，折り
合いを付ける力がついてきた。そして，自立へ向かう
基礎（意欲）が培われ，道徳的な行動も見られるよう
になった。
　子どもは環境との相互作用の中で成長するという理
論から言えばどうであろうか。やはり，この時期は，
地を這うように友だち，大人と遊ぶ体験が重要では
ないだろうか。体験という観点から言えば，幼児期は
自然物に対する興味・関心も強いことから自然体験は
重要である。それは，幼児期は感受性が鋭く，五感に
よって世界を知る時期だからである。
　つまり，幼児期に多様な自然の中で五感を活用して
遊んだ原体験があってこそ，体力，思考力，創造力，
忍耐力，判断力等の力が育まれ，現代に求められてい
る非認知的能力の向上に繋がることが示された。
　ベイリー（1972）も，自然を学ぶということについ
て，「これは，自然学習は理科ではない。それは知識
ではない。それは事実ではない。それは精神（spirit）
なのである。それは心のある態度なのである」と述べ
ている。
　それは子どもの世界に対する見方に関わるものなの
であり，自然体験が子どもの生活を増す喜びで，子ど
もの自然に対する共感的態度を育てるものであると示
唆していると考える。
　自然体験をする中で，子どもたちの心が揺さぶられ
ていることは，上述した実践研究の中で明らかになっ
た。保育にとって自然環境は，子どもの心を揺さぶ
り，非認知的能力を助長するかけがえのない存在であ
るといえる。本実践研究を通して，乳幼児期の自然体
験活動が非認知的能力を育むことが明らかになった。
これからの教育は，できるだけ早くに開始する方が効
果があり，費用もかからないと言われている。その教
育は，認知的能力を伸ばすだけではなく，非認知的能
力を伸ばすことで，後の効果が大きく持続性も長いこ
とが見出されている。
　つまり，これからの保育は，非認知的能力を伸ばす
自然体験活動を保育の計画に明確に位置付けていく必
要があると考える。今後は，2017年３月告示の保育所
保育指針（平成30年４月施行）と照らし合わせて，さ
らに詳しく分析し，他地域でも般化できるモデルを示
唆したいと考える。
注
　倫理的配慮として，本研究は実践と実態把握を中心
に進めることから，個人情報の管理においては鳥取大
学研究倫理規定を厳守して行った。特に，映像利用に
際しては，使用目的を明確に伝え，保護者，地域の方
などの許可を得るなど十分な配慮を行った。
　本論は，2015年３月，鳥取大学大学院地域学研究科
修士課程　地域教育専攻　発達科学分野　修士論文
（薮田　弘美）「地域資源を取り入れた中山間地の保育
−竹田地域食育・水育・木育プロジェクト活動を通し
て−」における論考を踏まえ，さらに考察を進めてい
る。
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